
平成２２年度第２回富山市入札監視委員会の概要 

開催日時・場所 平成２３年１月２４日（月）午後１時３０分から３時４０分 
富山市役所第４委員会室 

委           員 
（委員数５名）  
出 席 ５名  

 
欠 席 ０名  

委員長   米  田  政  明  （富山高等専門学校校長） 
委  員   新  畑      彬  （大沢野地域審議会委員） 
委  員   尾  畑  納  子  （富山国際大学地域学部教授） 
委  員   島 谷 武 志 （弁護士） 
委  員   橋  本      邁  （税理士） 

次           第 １  開会 
２  富山市の入札・契約手続の運用状況について 
 ・富山市の建設工事等の入札・契約制度について 
 ・入札・契約事務の改善について 
 ・入札・契約別の発注工事及び落札率について 
 ・指名停止の運用状況について 
３  審議対象工事の抽出について 
４  抽出工事の審議 
５  審議結果のまとめ 
６  閉会 

対 象 期 間 平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで 
抽 出 工 事 
（落札率） 

１０件（対象工事件数６４１件） 
①  一般競争入札（４件） 
・公営住宅笹津団地５号棟（その２）新築主体工事（82.06%） 
・細 入 南 部 公 民 館 造 成 工 事（98.79%） 
・田畑（第２工区）配水管仮設工事（98.11%） 
・富山公共下水道浜黒崎浄化センター２系水処理施設（その４）更新機械設備工事 （53.89%） 
②  指名競争入札（５件） 
・横内西ノ番線（その２）道路改良工事（99.34%） 
・山室第２土地区画整理事業区画道路６－２０号線外道路舗装工事（98.98%） 
・大庄小学校外２校地上デジタル設備対応工事（67.18%） 
・坂 尾 配 水 池 改 良 工 事（97.81%） 
・富山市民病院入退院出入口渡り廊下増築建築主体工事（86.84%） 

  ③  随意契約（１件） 
    ・牛岳クワッドリフト握索機オーバーホール（95.00%） 

審 議 の 概 要 別紙のとおり 
委 員 会 の 意 見 平成２２年度上半期分の富山市発注の建設工事に係る入札・契約に

ついては、概ね適正に行われていたと判断する。 
 



別  紙 
意 見 ・ 質 問 回 答 

①低入札価格調査の絶対的基準の設定

は、どのような算出根拠から決定し

ているのか。 

①富山県が設定している基準と同じで

ある。 

②混合入札の見直しにおいて、受注機

会を確保するという面から、単体で

の参加が可能であるということは、

企業規模の大きい業者が参加しやす

い状況になるのではないか。 

②企業基盤の弱いところが工事を請け

負った場合、継続が困難になるリス

クを伴うことから、見直しを図って

いる。 
 良い面も悪い面もあるが、社会情勢

を注視しながら、より良い方策を見

究めていきたい。 
③「公営住宅笹津団地５号棟（その２）

新築主体工事」の落札業者について、

上半期に適用していた相対的基準は

上回っていたのか。 

③調査基準価格を下回った４者の平均

価格の９割が相対的基準になるが、

落札価格はこの基準を上回ってい

る。 
④「細入南部公民館造成工事」につい

て、解体と造成を一つの工事として

発注する方が、効率が良いのではな

いか。 

④施工場所は、斜面が急である場所に

あることから、解体を専門とする業

者が造成を請け負うことは、技術的

に難しいと考えられる。 
⑤「富山公共下水道浜黒崎浄化センタ

ー２系水処理施設（その４）更新機

械設備工事」応札者は、すべて大幅

な値引きをしているが、値引きの幅

は予想がつくものか。または、予定

価格の設定に問題があるか。 

⑤納入機器について、６者から見積り

をとり、設計額に近い金額が提示さ

れている。（値引きは）過去の実績か

ら推測できるが、予定価格をどこま

で下げるかという判断は、非常に難

しい。 
⑥「富山公共下水道浜黒崎浄化センタ

ー２系水処理施設（その４）更新機

械設備工事」は、落札率が非常に低

い工事であるが、失格しないケース

であるということか。 

⑥工場生産品の占める割合が非常に高

い工事は、失格基準を適用しない。 

⑦「田畑（第２工区）配水管仮設工事」

については、工事の手法などの技術

提案はないのか。 

⑦指定された工法により、ミスなく迅

速に施工する工事で、技術提案によ

る難易度の高い工事ではない。 
⑧「富山市民病院入退院出入口渡り廊

下増築建築主体工事」は低入札調査

を行っているが、調査項目は決まっ

ているのか。 

⑧業者の積算内訳の詳細や、工事資材

等の購入先の確保、下請け業者との

契約予定などについて、適切に工事

が施工できるかを確認している。 
 


